
第80回北海道教育研究所連盟研究発表大会（胆振大会）
兼第67回全国教育研究所連盟北海道地区研究発表大会







林 尚輝

・旭川市立江丹別小中学校（１年）
・士別市立多寄中学校（３年）
・士別市立士別中学校（３年）
・当麻町立当麻中学校（２年）
・北海道教育大学附属旭川中学校（１年目）





令和6年度第１回共同研究推進委員会 資料より



なんでこうなるんだろう？
どのように考えたら解決できるかな？ どう計算したらよいかな？

どちらの値が大きいかな？

条件を変えたらどうなるかな？
どんな場合でも成り立つのかな？

どちらの計算方法
が簡単かな？

この計算結果は
何を意味しているのかな？

題材や場面設定などによる興味・関心はもとより、
教科の学びそのものへの関心を高めることが重要である。







中学校第１学年 ４章「方程式」
１時間目（全１６時間）



T「前回は正方形の個数がわかっている状

態でマッチ棒の本数を求めることができま

したね。次にどんなことが考えられそうか

な？」

S「正方形とマッチ棒を入れ替える！」

T「どういうこと？」

S「マッチ棒の本数から正方形の個数を求め

る！」

T「そんなことできるの？」

S「できそう！」 ⇒ 問題提示



前単元（３章 文字と式）の

終末に学習する「文字式の活用」

とのつながりを意識した導入

数学的な見方・考え方を

自然な文脈で働かせられるようにする工夫

⇒生徒に問いをもたせ学びの必然性を高める





本時の目標

事象を1次方程式によって解決でき
る問題と捉え、その問題の解決や解の
解釈を通して、方程式とその解を問題
解決の改善に活用することができる。



本時の着想

H28
全国学調
数学B



本調査の正答率 （１）79.8％、（２）34.6％（３）52.3％
「平成28年度 全国学力学習状況調査報告書」では、
（２）「与えられた情報から必要な情報を適切に選択し、数量の関

係を数学的に表現すること」
に課題があるとしている。

本時の着想

H28
全国学調
数学B

𝟒𝒙 + 𝟒 × 𝟑 = 𝟔𝟎
試合時間＋休憩時間＝合計時間



T「先日の親子レクではミニバレー大会をしまし

たね。もし学級レクをやるなら何がした

い？」

S「ドッチボール！」

T「じゃあ例えば１時間（50分間）を使って

ドッチボール大会を企画するとなったらでき

そう？」

S「できます！」

T「学級でやるなら何チームくらいに分けたらい

いかな？２、３チームくらい？」

⇒ 問題（事象）提示



T「どんなことを考えておく必要

があるかな？」

S「時間」

S「ボールの数」

S「対戦相手」

T「この中で数学で考えられそ

うなものはあるかな？」

S「時間は考えられそう」

T「どんなふうに時間を使ってい

く？」

S「試合時間」「休憩」・・・



T「このうち、みんなにとって一番大

事なのは何だろう？」

S「試合時間！」「休憩時間…」

T「１試合で何分くらいとれるか考

えることできそうかな？」

⇒課題提示 ⇒個人思考

T「この𝑥の値は何を表している？」
S「１試合の時間」

T「方程式を使って求めることもでき

るんだね」（方程式への価値づけ）

その１

算術的な方法

ほぼ全員

その２

方程式

１名



T「３チーム対抗の場合は考えられ

ましたね。次にどんなことを考え

られそうかな？」

S「チーム数を変える！」

T「どういうこと？」

S「４チームとか５チームとか…」

T「じゃあ４チームの場合について考

えてみよう。」

S「休憩の回数が変わるんじゃない

かな？」

⇒方程式によって問題を解決



※約１か月後に同調査問題を実施…正答率71％
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